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For Next Generation

光学顕微鏡の空間分解能の制約を打破した超解像顕微鏡に、2014年、ノーベ

ル賞が授与された。これと時を前後し、各顕微鏡会社が市販したことで、超解

像顕微鏡は瞬く間に生物学者に普及したが、現在ではその狂騒的なまでのブー

ムは過ぎ去って（⼀段落して）しまった。その理由の⼀つとして、期待した結

果が得られなかったという声を聞く。超解像顕微鏡は極限の分解能を求めるが

故、理想的な光学条件をユーザー（サンプル）に要求する。我々が観察対象と

する⽣細胞は非理想条件の塊と⾔っても過⾔ではなく、確かに⼀筋縄ではいか

ない⾯もある。しかし、⽣細胞がどう非理想的かを理解し、如何に理想的な条

件に近づける⼯夫をするかが⽣物学者の腕の⾒せ所であり、ほんの少しの注意

で得られる画像は劇的に改善する。本セミナーでは、超解像顕微鏡に限らず、

非常に⾼い時空間分解能が要求される現代の⽣細胞観察に役⽴つtipについて

実践的な事例をお⽰し、これから期待される技術⾰新について議論する。

協賛：株式会社ニコンインステック / 協⼒：アルファバイオ株式会社

⾦

17:00～～～～17:45

Dragonflyはスピニングディスク共焦点システムをベースとした、新しいイ
メージングプラットホームです。1台で共焦点、全反射照明（TIRF）、
Widefield、超解像イメージングが可能なため、共通機器のように幅広い用途
をご検討の場合にお勧めです。撮影の速度、感度、分解能の⾯で優れており、

多くのアプリケーションに対応できます。検出波⻑も425-850nmに対応して
おり、⻑波⻑の光イメージングにも対応可能です。

本セミナーではDragonflyの特徴についてご紹介させていただきます。

「広範囲から超解像までを1台で」

講師：渡邉 俊之 氏 (アンドール・テクノロジーLtd)

「生物学者のための実践的超解像顕微鏡観察」

講師：平野 泰弘 先生 (大阪大学大学院生命機能研究科 細胞核ダイナミクス研究室)

高速共焦点イメージングプラットフォーム
Dragonfly

17:45～～～～18:15 新技術ご紹介

最先端のイメージングに興味がある研究者・教職員・学生のどなたでも参加いただけるセミナーです。

蛍光イメージングのポイントや新しい技術についてご紹介させていただきます。

開場
16:50

New

大阪大学大学院生命機能研究科 細胞核ダイナミクス研究室 平野先生 ご提供



こちらの建物の
1Fです。


